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温泉×ＴＣＧ 

青森温泉コレクション 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに集合写真を入れる 



政策を考えた県立三本木高等学校の皆さんから、メッセージをいただきました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

秋元
あきもと

 孝
こう

志
し

朗
ろう

（１学年） 

磯崎
いそざき

 芽依
め い

（１学年） 

青森県の温泉の良さが広まれば良いなと

思います。今日はとても貴重な体験をするこ

とができました。AOC（青森温泉コレクショ

ン）が実現され、青森県の人口減少の課題

に貢献できますように！ 

佐々木
さ さ き

 華
は

花
な

（１学年） 

今回、高校生模擬議会に参加して、自分たちで青森県の未来を考えた

提案を一から作るという、なかなか経験できないことをすることができまし

た。青森県は温泉の源泉地数が多いことから、それを活かしたPRを行い、

冬でも観光客を増やせるような提案を考えました。もし、この「温泉

×TCG」が実現すれば、青森県も日本有数の観光地に仲間入りできると

思います。今回の発表に向け、１２人で試行錯誤しながら取り組む時間は

とても良いものでした。普段、県内の話を友達としないので、もう一度自分

たちの地域を考える良い機会になりました。 

政策を考える上で、その案は現実的に可能

なのか。自分も政治を行う立場に立ったかの

ように熱心に取り組むことができ、有意義な時

間にすることができて、良かったです。 

金澤
かなざわ

 あかり（１学年） 

模擬議会を通して、今まで自分が気付かなかった

青森県の魅力や課題に気付くことができました。これ

からは、青森県の魅力を周囲に発信しつつ、未来を

担って行く学生としての意識を持って生活していき

たいです！！！ 
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高松
たかまつ

 惺
あかり

（１学年） 

佐々木
さ さ き

 彪
ひゅう

我
が

（１学年） 

僕たちの提案した事業は、探究授業や毎日の話し合い活動のなかで

「どうしたら自分たちの好きなトレカを青森県とつなげられるか」という何気

ない一言から生まれました。最初は県内の特産品などを用いて PR しようと

いう意見も出ましたが、話し合いが進むにつれ、日本有数の温泉地帯であ

ることをPRすれば良いのではないかとなり提案をしました。青森県の未来に

ついて考えることはとても楽しく、お互いに意見を述べ合ったり、高め合い

ながら活動するのは、自分たちにとっても最高の経験になりました。１２人

で活動したこの期間は僕にとってかけがえのない一生の思い出になりまし

た。このような機会を頂き、ありがとうございました。 

この一連の取組を通して、青森県の課題を発見すること

ができました。解決を図っていくためにも政治への参加や

選挙活動への参加を積極的にしていこうと改めて感じまし

た。これは今の若い世代に求められていることの一つでは

ないかと思います。これからも青森県のニュースを始め、

政治のニュースに興味を持ち、情報を得ていきたいです。 

この高校生模擬議会に参加して、普通の高校生活では

体験することができない、議場で発表をするという貴重な体

験ができました。また、この提案をするにあたって私たちの

地元である青森県の長所を再発見でき、より青森県を好き

になりました。この経験を活かし、愛する青森県の魅力をもっ

と他の人にも知ってもらえるように、自分でできることを探して

いきたいです。 

浪岡
なみおか

 和花
の の か

（１学年） 

米田
ま い た

 はるか（１学年） 

とても緊張してうまく話せるか不安でしたが、

無事に発表することができて良かったです。普

段なかなかすることができない大変貴重な経験

になりました！！青森県をこれからより良くして

いきたいです。 
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渡邉
わたなべ

 沙
さ

文
ふみ

（１学年） 

貴重な経験をさせてもらって嬉しかったです。 

今回の活動を通し、青森を再度見つめ直したこと

により、さらに青森の課題や好きなところを確認するこ

とができました。 

青森のためにいろいろなことをしていきたい！！ 

町屋
ま ち や

 結
ゆ

月
いか

（１学年） 

青森県の観光振興策についての発表を行いました。

県全体を動かすかもしれない大きな活動と、若年層にと

って身近であるトレカをどうつなげられるのかメンバー全員

で考えていくことがとても楽しかったです。最終的に作り

上げた提案を実際の議場で発表することができたのは、

自分自身の成長につながったと思います。今後も、青森県

がより良い県になるにはどうすれば良いか、考えていきた

いです。 
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自走と利他を備えた大人になるために 

 

 

青森県立三本木高等学校 

山本 貴樹・鳥山 駿太朗 

 

 本校は上十三地区の重点校として、主に大学進学を目指す生徒が集まっており、将来は県内外に

おいてリーダーとして社会を牽引できる人材の育成を目指しています。しかしながら、近年は入学

者が定員を満たさない状況が続いており、少子化・人口減少の現状を肌で感じております。 

そのような中で、今年度１学年として、自ら考えて行動する「自走」、その上で、他者への利益

や貢献も目指す「利他」の二つをテーマとして掲げ、そのためにまずは現代社会が抱える様々な問

題を理解し、その問題の解決のためにどのように向き合っていくか、そのために何を身につけてい

かなければならないかを理解し思索する機会を増やそうと考えました。実際、一人ひとりの生徒と

接すると、みな志高く、問題意識や課題、目標を持っていることも分かりましたが、それをどこで

どのように学んでいくかについてはまだ手をこまねいている様子でした。そこで、その問題意識や

課題を自分なりに追求してもらおうと、放課後の時間を使い、自分の持つ課題について考えたこと

や行ったことを発表し合う「ＲＥＳＥＲＣＨ ＣＬＵＢ」という活動を企画しました。この活動は

教員がお膳立てして外部活動に参加させるというようなものではなく、生徒が自ら考えたことを実

践・共有する場として設定したものです。この活動のまとめを年末に成果発表会として実施したと

ころ、１７チームが３時間にわたる発表をするなど、一定の成果が得られました。生徒は、ほんの

少しのアドバイスと自らの考えを発表する機会を設定しさえすれば、思いもかけない力を見せてく

れるのだと感じました。 

 この事業に参加させていただくにあたり、本校は学年全体でグループワークを行いました。その

中から発表したい生徒を募ったところ、１２名の生徒が手を挙げてくれました。発表まで２カ月も

ない短い期間で、課題設定、データ収集、スライド資料作成、発表練習などほとんど生徒の手に 

よって仕上げられたことは生徒の成長をとても心強く感じました。このように生徒により進められ

た要因としては、前述の「ＲＥＳＥＲＣＨ ＣＬＵＢ」の取組に加え、夏季休業中に実施した、青

森県広報広聴課主催の「出前トーク」、青森県教育委員会が進める「あおもり創造学」での学びが

相乗効果をもたらしたものだと考えています。 

 実際に発表してみて、まだまだ自分たちの政策案が未熟であることを自覚し、多様な視点が欠か

せないことを学んだことと思います。実施後の振り返り会でも、県議会議員の先生方に対して臆す

ることなく意見を述べ、生徒は多くのことを学ぶことができたと感じております。今後は、更に

広い視野、深い考察により、知見を深め、将来の青森県を引っ張っていける「人財」になってほし

いと願っています。 

 「準備は大変だったけど楽しかった。」帰りのバスの中で生徒達の会話から漏れ聞こえた言葉で

す。話を聞くことが楽しい、そして参加することが楽しい政治の場が次世代の若者達によって更に

形作られて行くのだと期待します。 
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私たちが提案する政策は、
「温泉×トレーディングカー
ド 青森温泉コレクション」
です。
　よろしくお願いします。

　
私たちが青森県の課題を話

し合った際に、最も関心が
あったのが観光事業でした。

　
この資料は、青森県の人気

観光スポットランキングＴＯ
Ｐ５です。

ここからわかるように、青
森県の観光事業にはたくさん
の魅力がありますが、季節に
よって観光資源に偏りがあ
り、特に冬の観光資源が少な
いことが課題なのではないか
と考えました。

そこで、年間を通じた観光
資源の１つとして、私たちが
普段から利用している温泉施
設を活用できないかと考えま
した。

１１

２２
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ところで青森県の温泉地数
は全国で何位か知っています
か？

驚くかもしれませんがその
数はなんと…。

　
　全国第４位になります。

これは有名な温泉地として
知られる別府温泉がある大分
県、箱根温泉がある神奈川県
よりも多いことになります。

このことから、温泉は青森
県の観光資源に成り得ること
がわかります。

　
このグラフは、全国の温泉

地数のランキングです。
１位の北海道と青森県を含

む上位５県は、青森県と同じ
ように降雪量が多く、「雪
国」と呼ばれる地域です。

このような地域では、冬に
特に冷え込むからこそ、温泉
でその寒さを癒すため、温泉
地数が多いのではないかと考
えました。

　
こちらは源泉地数のランキ

ングです。ここでも青森県は
全国６位と高い順位に位置し
ています。

このことからも、青森県は
温泉に秀でた県であり、観光
資源として活かすならば、温
泉が最適だと言えるでしょ
う。

３３

４４

５５

６６
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このまま収入を増やす取組

を行わなければ、青森県の温
泉文化は廃れてしまうのでは
ないでしょうか。

ここで、そのことが懸念さ
れる事例について紹介したい
と思います。（７）

この事例は、青森県の温泉
経営における後継者不足問題
が現実のものとして起こった
一例です。

このままでは、青森県内の
他の温泉も後継者不足により
無くなってしまう危険性があ
ると思います。（８）

次に日本の入湯税の税収入
状況を見ると、青森県は温泉
が多い割に税収は伸びていな
いことが分かります。

これは青森県の長所をうま
く活用できていないからでは
ないかと考えました。

実際に先ほど挙げた有名な
温泉地がある県は、税収入が
多いことがわかります。

十和田市民に愛される温泉
の１つである「十和田みちの
く温泉」は、後継者不足に伴
い、令和７年４月１日より無
期限休業を発表しました。

このように後継者不足の影
響で温泉がなくなってしまう
と、自宅からの距離が近いと
の理由で通っていた常連客の
足は温泉から更に遠のき、
温泉利用者数が減ってしまう
かもしれません。

７

８
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